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開館時間: 10:00～19:00［火曜～土曜］ 休館日: 日曜・月曜・祝日・12月29日～1月3日 

 

★エイリーさん：イギリス出身（日本語・英語） 
◇日 時：①3月3日（金）  15:00～16:00 
      
◇締 切：①2月28日（火） ②3月22日（水） 

 

★ユーディンさん：シンガポール出身 
◇日 時：①3月14日（火）15:00～16:00（日本語・中国語） 
 
◇締 切：①3月9日（木）  ②3月9日（木）   
 

★へジョンさん：韓国出身（日本語・韓国語） 
◇日 時：①3月23日（木）  15:00～16:00 
 
◇締 切：①3月18日（土）   ②3月25日（土） 

 

※②は学生が対象です。小学生は保護者の送迎をお願いします。 
 

◇場 所：カリーノ宮崎 地下1階 宮崎県国際プラザ 

◇定 員：4名（参加回数の少ない方を優先し先着順）

※申し込みは電話、来館、メールにて受け付けます。 

◇申込み・問合せ：（公財）宮崎県国際交流協会（担当：小原）  

国際プラザ業務のお手伝いをしてくださるカウンターボランティ

アを募集します。ご希望の方は申込書に必要事項をご記入のうえ

当協会までお申し込み下さい。 
 

◇対 象：県内在住で18歳以上の方 

         外国人の方は日本語の日常会話ができること 

◇活動期間：2023年4月7日（金）～2023年9月30日（土）                        

◇活動日時：    

          （①10:15～12:45、②13:00～15:30のいずれか） 

◇活動場所：カリーノ宮崎地下１階 宮崎県国際プラザ 

◇内 容：来館者対応、図書の貸出と返却手続き、文書発送補 

              助、図書・資料整理、使用済み切手等の整理と発送等 

◇その他：交通費、謝金はありません。ボランティア保険は当協

会が負担します。カリーノ宮崎駐車場をご利用の場合は駐車券を

お渡しします。   

◇申込締切：３月４日（土） 

◇申込み・問合せ：（公財）宮崎県国際交流協会（担当：淡路） 

 

2023年3月21日(火)は祝日のため宮崎県国際プラザは休館します

②3月30日（木）  15:00～16:00 

②3月24日（金）15:00～16:00 

②3月14日（火）18:00～19:00（日本語・英語） 

 

（公財）宮崎県国際交流協会は機関誌『South Wind』を年に２

回発行行しています。最新号（2023年3月号）の内容は以下の

通りです。 
 

・特集「第17回世界とトモダチみやざき国際フェスタ」 

 ：ステージ発表や各ブース、第17回「外国人が見た宮崎」 

  アート作品展最優秀作品の紹介など 

・地域日本語教育に取組んでいます！ 

 ：令和元年度から宮崎県で取り組んでいる地域日本語教育に 

  ついて 

・Hear! Here Voices 

 ：宮崎に住む外国人へのインタビュー 

・宮崎県国際交流協会ニュース 

 ：本年度開催した講座の紹介 
 

ホームページではバックナンバー（vol.88～vol.101）も公開し

ています。ぜひご覧ください！ 

https://www.mif.or.jp/south-wind/ 

※South Windは日本語のみです。 

◇問合せ：（公財）宮崎県国際交流協会（担当：上坂） 

◇日 時： 

［水曜日］10:30～11:30 3/1、3/8、3/15、3/22、3/29    

［金曜日］10:30～11:30 3/3、3/10、3/17、3/24、3/31 

［土曜日］14:30～15:30 3/4、3/11、3/18、3/25            

◇場 所：カリーノ宮崎 地下1階  

◇問合せ：（公財）宮崎県国際交流協会（担当：矢野） 

 

宮崎県に住む外国人の皆さんが「宮崎」をテーマにしたアート作
品63点を展示します。外国人の方から見る「宮崎」をぜひご覧
ください。 
 

◇展示期間：3月3日（金）～ 3月17日（金）  
◇展示場所：延岡市駅前複合施設 エンクロス  
◇出展作品：写真、絵画、書道、手工芸 
◇問合せ：延岡市国際交流推進室 TEL:0982-22-7006  

宮崎県内で日本語を学びたい外国人住民や日本語学習を支援した

い日本人住民のために情報を掲載するポータルサイト「ひなたに

ほんごナビ」を開設しました。各市町村等で実施されている日本

語講座や学習支援者養成講座などの取組みを掲載しています。 

ぜひ、ご活用ください。 

https://hinatanihongo.mif.or.jp/ 

 

 

 

◇問合せ：（公財）宮崎県国際交流協会（担当： 原） 



♪プラザニュース 韓国語版より 
「ボウリング大会」  

 

みやざき外国人サポートセンターでは、サポートセンターに来る

ことが出来ない方のために「オンライン（Zoom）相談」を受け

付 け て い ま す。E-mail で 下 記 の ① ～ ④ を 記 入 の う え、

（support@mif.or.jp）まで申し込んでください。 
 

①あなたの名前、②メールアドレス、③相談したい日/時間、 

④相談したいこと（子育て、労働、学校/教育、医療、離婚、 

日本語学習、在留資格など） 
 

◇相談受付：火曜から土曜の（午前）10:30～12:00、 

      （午後）14:00～17:00 

                  ※日曜、月曜、祝日は休み 

◇申込み・問合せ：みやざき外国人サポートセンター 

         （カリーノ宮崎 地下1階）        

     TEL：0985-41-5901 FAX：0985-41-5902 

 県国際交流員   

  ヤン ヘジョン 

台北市の隣街、新北市には駅から歩いてすぐに行けるミャン

マー街があります。「華新街」というストリート街で、ミャン

マー料理や雲南シャン族、タイ料理の他に東南アジアの食材専

門店が並んでいます。台湾では90年代に労働者不足の対策から

『南向政策』という名で政策を掲げ、海外からの移民を受け入

れてきました。この街には特にミャンマー人の移民が多く住ん

でおり、多様な異文化が存在しています。 

宮崎県では在住外国人の国籍の内”ベトナム籍”の人口が第１

位を占めます。私の知る範囲では、宮崎市、えびの市や都城市

にベトナム人経営の料理店や食材専門店ができています。お店

に入ってみる、日常で出会う外国人に声をかけてみることは少

し勇気のいる事かもしれません。ですが、同じ地域に暮らす一

員として交流を深めるきっかけとして、簡単な

挨拶のような小さな一歩を踏み出してみません

か？同じ地域に住む住民として外国人の方に目

を向け、関心を持つことで、つながりが生まれ

るかもしれません。（スタッフ：U） 

4月22日（土）・23日（日）に宮崎市で「G7宮崎農業大臣会合」が開催され
ます！（公財）宮崎県国際交流協会では、その会合に関連し、G７の国々出身
の方々へのインタビューやおしゃべり会などを実施します。ぜひこの機会に、
フランス・アメリカ・イギリス・ドイツ・イタリア・カナダの文化にふれてみ
ませんか？ 

 

ドイツ出身のサシャさんとお子さんの桃ちゃん、イギリス出身の
ディーンさんとそれぞれの国の文化についておしゃべりしません
か？ 
 

★サシャさん＆桃ちゃん 
◇言 語：ドイツ語・日本語 
◇日 時：3月4日（土）  10:30～11:30 
◇締 切：3月2日（木）      
  

★ディーンさん 
◇言 語：英語・日本語  
◇日 時：3月11日（土）10:30～11:30     
◇締 切：3月9日（木）  

 

◇場 所：カリーノ宮崎 地下1階 交流スペース 

◇定 員：6名（先着順）

※申し込みは電話、来館、メールにて受け付けます。 

氏名・電話番号をお知らせください。 

◇申込み・問合せ：（公財）宮崎県国際交流協会（担当：小原）  

 

★G7の国々出身の方に聞きました！ 

「あなたの国のおすすめの料理は何ですか？」 

「あなたの好きな日本の食べ物は何ですか？」 

2月18日（土）から協会Facebookに宮崎在住の外国人住民の

方へのインタビュー記事を掲載しています。 
 

★図書コーナー「G7の国々の文化を知ろう」 

カリーノ宮崎地下1階の宮崎県国際プラザの図書コーナーに、

G7の国々に関するおすすめの図書を配架しています。 
 

★クイズ展示「G7の国々の文化クイズ」 

カリーノ宮崎地下1階の宮崎県国際プラザと交流スペースの間に

G7の国々の文化などに関するクイズを展示しています。

 みなさん、こんにちは！私はよく見た目でスポーツできそうと言われていますが、実は学生時代に一番苦手な教科

は体育だったほど、スポーツが全くできません。ですので、ボウリングも全くできませんでした。そんな自分が県庁

のボウリング大会に申し込むなんて… 

 しかし、時間が経つのはとても早く、いよいよ大会が1か月後に迫ってきました。「韓国の代表として恥をかきた

くない」という思いで、休暇を出して毎週水曜日のボウリング教室に参加しました。やはり、ボールは続いてレーン

の端に行くばかり…他の会員の連続ストライクの中、どんどん小さくなる自分がいました。 

でも、そこで落ち込む韓国の代表ではないですね！家ではボウリングの姿勢を繰り返して練習し、仕事終わり・

週末には一人で30ゲームをするなど、教室に通いながらも練習を続けました。教室の会員たちからのアドバイスや

惜しまない拍手と応援の中で、親指にできた水ぶくれも右肩の筋肉痛も忘れるくらい頑張ることができました。 

 さて、大会の当日、私の点数はどうなったのでしょうか。案の定、優勝はできませんでした。が、

なんとアベレージ90点を取ることができました。初日20点だった自分を振り返ってみたら、すごい

発展でしょう。 

 「努力は裏切らない」という言葉の通り、努力は本当に裏切らないですね！ 
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